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Summary

非常用発電機は大容量・長時間給電を担い、UPSは停電直後の連続給電を、蓄電容量は必要な保持時間を
担います。停電時に利用できる太陽光は負荷供給と再充電を担えます。維持する機能と必要時間から各
電源の役割と引継ぎを決め、既存設備を活かすハイブリッド電源BCPを設計します。

Key Points

Array
商用電源・道路・保守員への依存を減らし、防災通信を無人で継続するオフグリッド電源の実装
。
発電機の不始動、燃料不足、切替不成立を別々の故障条件として確認する。
供給源だけでなく、切替・受電・配分・負荷・監視までを一つの電源経路として確認する。
既設UPSの無瞬断保護を残し、上流電源で保持時間を延ばす役割分担。
一部故障時にも本復旧まで必要機能を残す予備系・代替電源の時間軸。
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